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まえがき 
 

本報告書は、2016 年度に発足した「新興途上国地域の治安問題」基礎理論研究会の

研究成果である。当研究会では、本格的な研究の準備段階である基礎理論研究会という

かたちにより、一部の新興途上国地域で深刻な社会問題となっている日常的な治安の問

題を取り上げた。ブラジル、ベネズエラ、南アフリカ、インドを事例研究の対象国とし

て、新興途上国地域における治安問題の状況を把握し、将来的な治安研究の可能性を提

示することを目的としている。研究会実施期間中に外部から 2 名の講師を招聘し、治安

に関してご講演いただいた。記して、改めて感謝の意を表したい。また、本報告書をベ

ースとして、アジア経済研究所『アジ研ワールド･トレンド』2017 年 7 月号において、

新興途上国地域の治安問題について特集を掲載する予定である。 
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